
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
デ
フ
レ
の
進
行
、
雇
用
情
勢

の
悪
化
が
進
ん
で
い
る
。
本
市

の
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
、

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
は
予
算
額
は
増
加
し
た
が

雇
用
人
数
で
は
減
で
あ
る
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。

予
算
の
増
は
、
ふ

る
さ
と
雇
用
が
通
年
予
算
で
編

成
さ
れ
た
た
め
で
、
雇
用
人
数

の
減
は
、
緊
急
雇
用
で
前
年
度

多
く
の
雇
用
を
創
出
し
た
事
業

が
終
了
し
た
た
め
で
す
。
今
後

も
、
積
極
的
に
補
正
予
算
で
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
の
有
効
求
人
倍
率

は
国
、
県
平
均
よ
り
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
把
握

と
対
策
は
。

雇
用
機
会
の
創
出

が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
、

企
業
誘
致
等
雇
用
の
確
保
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
法
人
市

民
税
の
予
算
額
は
、
前
年
度
比

42
・
５
％
減
で
企
業
の
厳
し
さ

は
甚
大
で
あ
る
。
標
準
税
率
を

採
用
し
企
業
を
支
援
、
雇
用
の

維
持
、
拡
大
を
図
る
考
え
は
。

法
人
市
民
税
を
標

準
税
率
に
す
る
と
、
本
市
の
税

収
入
が
相
当
な
減
収
と
な
る
た

め
、
現
時
点
で
は
標
準
税
率
の

採
用
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

地
域
活
性
化
・
き
め
細

か
な
臨
時
交
付
金
事
業
は
経
済

効
果
と
と
も
に
市
民
が
待
望
し

て
い
る
。
早
期
発
注
の
取
り
組

み
は
。

各
所
属
長
に
対
し

工
事
等
の
早
期
発
注
に
努
め
る

よ
う
通
知
し
て
い
ま
す
。
既
に

完
了
し
た
事
業
も
あ
り
ま
す
。

「
ま
ち
な
か
創
業
支
援

事
業
」
の
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

現
在
具
体
的
に
事

業
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
県

と
も
連
携
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

議
会
で
は
、
平
成
22
年

度
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議
で

学
校
給
食
整
備
予
算
は
「
市
民

と
合
意
形
成
の
上
で
執
行
す
る
」

と
な
っ
た
が
、
い
つ
ご
ろ
ま
で

に
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

子
育
連
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
理
事
会
等
で
今
後
も

説
明
に
努
め
ま
す
が
、
施
設
の

老
朽
化
等
を
考
慮
し
早
い
時
期

に
結
論
を
出
し
た
い
考
え
で
す
。

市
長
は
、
学
校
給
食
は

「
学
校
で
つ
く
っ
た
温
か
い
給
食

を
子
供
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
い
」

と
公
約
し
た
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
整
備
を
す
る
の
か
。

安
全
で
お
い
し
い
給
食

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
地
元

の
安
全
な
食
材
の
提
供
が
必
要

で
あ
り
、
農
協
を
含
め
た
食
材

の
提
供
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

妊
婦
健
診
は
平
成
24
年

度
か
ら
国
・
県
の
補
助
制
度
が

な
く
な
る
の
で
、
単
独
補
助
で

無
料
に
で
き
な
い
か
。

妊
娠
中
の
定

期
健
診
は
、
14
回
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
も
国
・

県
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
予
防
効
果

の
高
い
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
市
の

補
助
制
度
の
考
え
は
な
い
か
。

任
意
接
種
の

ワ
ク
チ
ン
で
す
が
、
今
後
接
種

を
受
け
や
す
い
体
制
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
所
得

税
の
増
税
で
保
育
料
も
当
然
引

き
上
げ
に
な
る
。
保
育
料
を
第

２
子
か
ら
無
料
に
で
き
な
い
か
。

今
年
度
か
ら

第
３
子
以
降
の
無
料
化
の
拡
大

を
図
り
ま
し
た
。
第
２
子
は
今

後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

集
中
豪
雨
に
よ
る
床
下

浸
水
が
発
生
。
今
後
の
対
策
は
。

平
時
か
ら
危
険
箇

所
の
把
握
と
点
検
を
進
め
、
安

全
・
安
心
に
努
め
ま
す
。

高
橋
　
　
敬
　
議
員

雇
用
の
創
出
と
拡
大
を

加
藤
　
幸
子
　
議
員

学
校
給
食
調
理
場
整
備
に
つ
い
て
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平
方
　
嗣
世
　
議
員

市
は
正
規
職
員
削
減
で

担
え
な
く
な
っ
た
恒
常
的
、
本

格
的
な
仕
事
を
広
く
臨
時
・
非

常
勤
職
員
が
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
の
勤
務
実
態
に
応

じ
て
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い

な
い
。
退
職
手
当
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。市

の
臨
時
職
員
の

雇
用
に
つ
い
て
は
、
臨
時
、
補

助
的
業
務
を
行
う
た
め
６
カ
月

プ
ラ
ス
６
カ
月
の
更
新
で
１
年

の
雇
用
と
し
て
い
ま
す
。
社
会

保
障
な
ど
は
、
法
令
に
則
り
支

給
要
件
に
照
ら
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
退
職
手
当
に
つ
い
て

は
、
支
給
し
て
い
ま
せ
ん
。

退
職
手
当
を
支
給
し
な

い
た
め
の
勤
務
条
件
を
つ
く
っ

て
い
る
。
国
で
は
法
の
趣
旨
か

ら
も
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
見
解
が

出
さ
れ
て
い
る
。
働
く
も
の
の

権
利
が
保
障
さ
れ
て
こ
そ
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
し
っ
か
り
と
提
供

さ
れ
る
。
見
直
し
の
考
え
は
。

臨
時
職
員
の
雇
用

は
、
地
公
法
第
22
条
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
総
務
省
の
研
究
会

で
第
17
条
に
よ
る
雇
用
の
報
告

書
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

そ
う
い
っ
た
任
用
に
つ
い
て
研

究
を
し
、
雇
用
の
改
正
に
よ
り

手
当
を
支
給
す
る
条
件
に
な
れ

ば
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

自
立
支
援
法
の
移
行
期

日
は
平
成
24
年
４
月
１
日
。
移

行
す
る
に
は
入
所
者
の
程
度
区

分
の
認
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

判
定
に
よ
り
自
立
と
み
な
さ
れ

る
と
社
会
に
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
受
け
入
れ
先
の
設
置
等

市
の
考
え
は
。

グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
等
の
建
設

費
に
対
す
る
国
の
補
助
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
支
援
と
し

て
は
、
移
動
支
援
事
業
、
日
中

一
時
支
援
事
業
、
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。

合
併
時
に
作
成
さ
れ
た

新
市
建
設
計
画
を
指
針
に
総
合

計
画
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
阿

久
津
新
体
制
に
な
っ
た
現
在
で

も
計
画
に
何
ら
変
更
な
く
、
予

定
ど
お
り
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
確
認
も
含
め
考
え
を
伺
う
。

新
市
建
設
計
画
は
平
成

20
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
市

の
総
合
計
画
に
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。

総
合
計
画
の
実
施
計
画
に
つ

い
て
は
、
毎
年
度
、
様
々
な
角

度
か
ら
事
業
の
必
要
性
や
課
題

等
を
確
認
し
、
よ
り
効
果
的
な

実
施
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
総
合
計
画
に
基

づ
く
諸
施
策
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

橋
り
ょ
う
整
備
は
旧
市

町
村
要
望
の
課
題
で
あ
り
、
総

合
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
項

目
、
祖
母
島
自
治
会
、
小
野
上

地
区
自
治
会
連
合
会
、
広
域
圏

小
野
上
最
終
処
分
場
連
絡
協
議

会
よ
り
要
望
が
市
長
へ
提
出
さ

れ
て
い
る
祖
母
島
・
小
野
子
橋

り
ょ
う
実
現
に
向
け
た
市
長
の

姿
勢
を
伺
う
。

祖
母
島
・
小
野
子
間
の

橋
り
ょ
う
整
備
に
つ
い
て
は
、

道
路
橋
り
ょ
う
整
備
計
画
基
礎

調
査
に
お
け
る
整
備
方
針
に
基

づ
き
、
平
成
21
年
度
に
事
前
調

臨
時
・
非
常
勤
職
員
等
へ
の

労
働
条
件
整
備
を

査
を
実
施
し
、
本
年
度
に
は
予

備
設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏

ま
え
て
祖
母
島
・
小
野
子
間
の

橋
り
ょ
う
整
備
の
計
画
に
つ
い

て
の
検
討
を
進
め
て
い
く
考
え

で
す
。

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
小
野

上
最
終
処
分
場
連
絡
協
議
会
等

か
ら
の
要
望
等
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
橋
り
ょ
う
の
規
模
や
ル

ー
ト
な
ど
を
含
め
、
財
政
的
観

点
か
ら
の
検
討
も
考
慮
し
な
が

ら
、
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

角
田
　
喜
和
　
議
員

望まれる祖母島・小野子間の橋りょう整備

新
市
建
設
計
画
の
今
後
の
進
め
方

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長
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